
取組事例１

• 沖縄県では、「うちなー健康経営宣言」事業を行っており、その一環と

して、北谷町商工会は令和４年度に「健康経営推進団体」として宣言。

地域の企業等を対象として健康経営を推進する活動を実施している。

• 「うちなー健康経営宣言」を行っている会員事業所（13社）のうちから、

７社を選定し、助成金を活用しながら取組を推進する予定。これらの事

業所をモデルケースとして、今後、他の会員事業所にも波及させていき

たい。

会員事業所の健康経営を推進するために

北谷町商工会

活用の

背景と目的

時期 実施したこと

令和５年４月 産業保健サービス提供会社を通じて助成金のことを知る

令和５年５月中旬～下旬 助成金の申請書類を作成・申請

令和５年６月上旬
～11月下旬まで

保健指導、健康相談等の産業保健サービスの提供（予定）

団体概要

所在地 ：沖縄県北谷町（ちゃたんちょう）

会員数 ：966事業場

事業内容：創業支援、事業所への経営相談、

融資相談等

申請年度：令和５年度

小売・サービス業が
多い団体です

（１）健康経営導入セミナー（リーフレット裏面の申請サービス⑦）

健康経営エキスパートアドバイザー兼任の産業保健師と健康運動指導士の２名を講師とし、

「健康経営導入セミナー」等をそれぞれ１時間ずつ、合計３時間のセミナーを開催。

会員に提供するサービスの内容

（２）企業訪問支援（リーフレット裏面の申請サービス②④⑥⑦）

産業保健師が継続的に企業訪問し、個別支援を行う。

 第１回目訪問：健康課題抽出

企業全体の健康状態のヒアリング、従業員対象のアンケート実施。後日、ヒアリング・

アンケート結果の集計を行い、結果に基づく支援内容の提案書を作成。

申請するまでの流れ



取組の成果
具体的な効果や成果はこれからですが、会員事業者に対し『健康経営』への

取り組みを知ってもらうきっかけとなった。

申請に当たり

苦労した点

カリキュラムの組み方など専門知識が必要な部分に関しては委託業者からサ

ポートを受けながら計画書作成が行えたので特段苦労した点はありません。

 第２回目：支援計画の提案

第１回目で把握した健康課題を報告し、支援内容を企業に提案。健診結果に基づく保健

指導対象者・健康相談対象者を選定。

 第３回目：高リスク者に対する個別支援

健診結果を踏まえた高リスク者に対して、保健指導を実施。また、メンタル・両立支援

など、保健師面談の希望者や、必要と判断される方への健康相談の実施。本人の同意の

上、企業へ配慮すべき事柄をフィードバック。

これから申請

を検討してい

る団体への

アドバイス

健康経営を企業経営に取り込む動きはまだ始まったばかりでありますが、健

康経営を広く傘下企業等へ推進するにあたって全体研修や専門家による個社

支援まで広く活用できる助成金となっております。助成率も８割と高く、申

請手続きも難しくないので導入初期にあたる団体にとっては、負担をかけず

に取り組みを始められるメリットがあります。

 第４回目：従業員向け健康教育研修

食事・運動・睡眠・生活習慣病・メンタル

ヘルス等、各企業の健康課題に沿った内容

の研修を実施。

 第５回目：支援報告及び職場環境改善支援

健康経営の取組方法や、健康経営優良法人

などの認定制度について説明。

受講者へのアンケートより全員が健康経営を取り組むことへ

のメリットを感じていると回答。その理由としては「社員の

健康は会社にとってプラスになる」「生産性が向上する」

「従業員とのコミュニケーションに繋がる」などがあげられ

た。逆に健康経営への取り組みへの障壁については「業務が

多忙」「人材不足で推進担当が割り当てられない」「従業員

の健康に対する意識不足」があげられ、今後の健康経営推進

への課題が得られた。

健康経営セミナーを開催して
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